
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通
実践
・他者と協働しながら主体的に学
び続ける児童を育成するための授
業実践

○児童アンケートで「進んで友達と話し合って問
題を解決しようとしている。」と回答する児童の割
合70％以上。
○家庭学習がんばろう週間で各学年の目標時間
を達成した児童の割合75％以上。

・校内研で取り組んでいる学級活動の「つかむ→話し合う→実
践する→振り返る」のサイクルを意識して、毎時間の授業づく
り、及び単元づくりを行う。
・学期に1回家庭学習がんばろう週間に取り組む。取組につい
てプリントやメールで周知する。また、全職員で家庭学習の内
容や取り組み方について研修を行う。 B

・児童アンケート「進んで友達と話し合って問題を解決しようとしている。」に対し、肯定
的な回答が80％を超えていた。今後は、校内研究を中心に、児童が問題の解決に向
けて取り組む機会を増やす。
・学校や学年の行事等で、児童が他者と協働し、活躍し、認められる活動が増えてき
た。また、これらの活動後、児童の「振り返り」を掲示することで、主体的に学び続ける
児童を育成するための実践が継続できている。
・校内研修を行い、家庭学習の内容の充実を図ることで各学年の目標時間を達成で
きるよう取り組んでいる。

B

・児童アンケート「進んで友達と話し合って問題を解決しようとしている。では、5月は肯定的な回答が84％
であったのに対して1月実施の2回目のアンケートでは、98%と上昇し、今後も校内研究で取り組んでいる学
級活動を中心に児童が問題の解決に向けて取り組む機会を増やしていく。
・家庭学習がんばろう週間では、目標時間や内容を担任と共に事前に考えて取り組ませた。目標時間を達
成できた児童の割合は、3学期は68％であった。結果から家庭学習への意欲について、二極化がみられた
ため引き続き、支援の工夫が必要である。
・授業の終末に「ふりかえり」を発表させる活動については、定着している学級が少ない。ふりかえりの項目
を共有することはできているので、継続させることで力をつけさせたい。

B

・児童の意欲を引き出し、主体的・対話的な学びに
取り組もうとする姿勢が伺える。子どもたち相互の教
え合いの機会（グループワーク）を活用するとよい。
・学校だけでなく、家庭学習が充実できるような手立
てを講じてほしい。家庭学習では、その日のうちに復
習するくせをつけさせてはどうか。

・田原
（学力育成部）

●児童が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心な
ど、豊かな心を身に付ける教育活
動

○「友だちと仲良く話したり、困った人に優しくした
りしている」と肯定的な回答した児童80％以上。

・児童主体の人権集会や平和集会を行う。
・６月のフリー参観で全学年道徳の授業を公開する。ま
た、学校だよりや学級通信等で道徳の授業内容を保護者
に発信する。
・帰りの会等で、今日のぽかぽかについて言葉や活動に
ついて発表する場を設ける。

A

・人権集会や平和集会を通して、自他の尊重する心、他者への思いやりについて考え
させた。
・６月のフリー参観で、全学年において道徳の授業を公開した。
・一学期中に一回以上、学校だよりや学級通信で道徳の授業内容を保護者に発信す
ることができた。
・各クラスごとに友だちのよさをみつける活動を行っている。

A

・道徳科や特別活動の授業を継続的に実施したことで、他者への思いやりを具体的な行動に移せる児童が
増えてきた。
・「きらりプロジェクト」を通して、友達の良さを発見し、それを日々の生活に投影しようとする前向きな姿勢が
見られた。アンケート「友だちと仲良く話したり、困った人に優しくしたりしている」に肯定的な回答をした児童
が100％だった。

A

・学校東側の道際に動けないでいるスズメに、児童
たちが枯葉を集めて暖をとらせるようにしていること
を目撃した。生命を尊重する心が養われていること
が垣間見られた。

・池田
・德永
（こころ育成
部）

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

○「月初めのアンケートや教育相談週間を活用
し、いじめや不登校などの未然防止に努めてい
る」と回答した職員85％以上。

・毎月にこにこアンケートを実施し、複数の職員で結果に
目を通したり、教育相談週間を設けて児童への聞き取り
をしたりするなどして丁寧に対応する。

A

・月初めのアンケートや教育相談週間を活用し、いじめや不登校などの未然防止に努
めていると90.9％の職員が回答した。
・毎月末のこども支援会議や校内いじめ対策委員会を実施し、児童の実態及び対応
について共通理解を図った。 A

・月初めのアンケートや教育相談週間、日頃の観察を通して、困り感のある児童に寄り添い、状況にを応じ
た細やかなサポートを継続している。個別の課題に対して、教職員が組織的に一貫した支援を行うことがで
きた。
・たてわり活動、150周年式典等で、複数の教員で多角的に児童を見ることで児童理解が進み、一人一人
の「良さ」を多面的に価値づけたり、困り感に沿った対応をしたり・組織的な対応をしたりすることができた。
・「月初めのアンケートや教育相談週間を活用し、いじめや不登校などの未然防止に努めている」と回答し
た職員100％がだった。

A

・「いじめや不登校などの未然防止に努めている」と
の職員の回答は、100％を目指してほしい。

・千綿
（こころ育成
部）

●児童生徒が夢や目標を持ち、そ
の実現に向けて意欲的に取り組も
うとするための教育活動。

〇「良いことをしたり、頑張ったりしたとき、先生や
友だちは褒めてくれる」と回答したした児童85％
以上。
〇「夢や目標をもっている」と肯定的な回答をした
児童80％以上。

・きらりプロジェクトにて児童の良さや頑張りを見つけ、
カードに記録する。（週に1回程度）
・児童が自己判断や自己決定したことをキャリアパスポー
ト等に明記させ、将来の夢や目標を意識化する。 A

・教師が見つけた全児童のよさを紹介することができた（一人３回ずつ）。今後は、行
事等と関連付けて児童間でよさ見つけを行う計画である。
・キャリアパスポートや道徳の授業等で将来の夢や目標の意識化を図った。児童アン
ケートでは、夢や目標を持っていると肯定的な回答が98.6%だった。 A

・「きらりプロジェクト」の取り組みを継続して行い、教師だけでなく、子ども同士での良さや頑張りを見つける
活動に取り組むことができた。
・自分の成長について振り返る活動を学年に応じて設定し、児童が夢や目標を持つことにキャリアパスポー
トを活用することができた。。
・「良いことをしたり、頑張ったりしたとき、先生や友だちは褒めてくれる」と回答したした児童95.8％以上、
「夢や目標をもっている」と肯定的な回答をした児童95.8％だった。

A

・学習状況調査での質問紙の内容によっては、「学
校が楽しい」と回答している6年生の割合は、全国平
均より高いポイントにある。 ・山田

（こころ育成
部）

◎「博愛の里子どもづくり」の推進 ○博愛の里である川副町がすきである等、肯定
的な回答をした児童80％以上。

・佐野祭等地域に密着した学習に取り組む。
・美化活動やJRC活動に、博愛の精神をもって取り組める
よう毎学期VS週間を設ける。教師も児童ととともにVS活
動を行い、学校全体で博愛の心を育む。 B

・地域の活動（三重津海軍所跡世界遺産登録10周年記念式典）に児童が主体的に参
加するよう、役割を持たせた。ボランティアへの取り組ませ方について、校内運営委員
会にて検討中である。
・「川副町が好きである」と回答した割合は79.7％。 A

・地域の活動（三重津海軍所跡世界遺産10周年記念式典、三重津カルタ等）学校と地域を結ぶ行事等を企
画・運営し、川副町の豊かな自然・文化・歴史といった「郷土の良さ」を再確認できた。また。中川副小学校
１５０周年式典に児童が主体的に参画したことで、地域の方々の温かさに直接触れ、地域の絆を再確認で
きた。
・生活科や総合の学習の時間を通して、「自分にできることはないか」「だれかの役に立ちたい」と考え、進
んで周りのために行動する姿が見られるようになってきた。
・博愛の里である川副町がすきである等、肯定的な回答をした児童100％だった。

A

・「『博愛の里子どもづくり』の推進」に関して、中川副
地区は他地区と比較して郷土愛に根ざした里である
と感じている。
・150周年記念式典では、児童の主体性が発揮さ
れ、素晴らしかった。

・德永
・吉田

❷「望ましい生活習慣の形成」 ○児童アンケート「毎日、早寝・早起きをし、朝ご
はんを食べていますか。」の項目で「している、だ
いたいしている」75％以上
○「家庭学習頑張ろう週間」で各個人で設定した
目標就寝時刻を５日以上達成できた児童70％以
上
○児童アンケート「外遊びができる日は、運動場
や中庭に出て体をうごかしていますか」に肯定的
な回答７０％以上

・保健・家庭科・特別活動の時間等を活用し食事・運動・
十分な休養・睡眠が、健康によいことを理解させる。
・「家庭学習頑張ろう週間」の前に就寝時間や睡眠時間を
意識して生活できるような健康タイムを実施する。
・健康委員会による昼の放送で外遊びを呼びかける。 B

・児童アンケート「毎日、早寝・早起きをし、朝ごはんを食べていますか」に肯定的な回
答98.2%
・家庭学習がんばろう週間では、各個人で設定した目標就寝時刻を５日以上達成でき
た児童50.7％
・児童が健康的な生活習慣を送ることができるよう、保健通信を通じて保護者へ理解
と協力を仰ぐとともに、児童へも健康タイムを実施して睡眠に関する保健指導を行う。
・児童アンケート「外遊びができる日は運動場や中庭に出て体をうごかしていますか」
に肯定的な回答87.6％

A

・ショートの保健指導や保健便り、掲示物などを活用し、児童の健康的な生活習慣を送ろうとする意識を高
めることができた。
・児童アンケート「毎日、早寝・早起きをし、朝ごはんを食べていますか。」で肯定的な回答94.3％
・「家庭学習頑張ろう週間」で個人で設定した目標就寝時刻5日間達成できた児童60は％と目標よりも下
回ったが２学期よりも就寝時間や健康的な生活習慣を意識できている児童が増えた。
・児童アンケート「外遊びができる日は運動場や中庭に出て体をうごかしていますか」に肯定的な回答
87.3％

B

・児童アンケート「毎日、早寝・早起き～～」では肯定
的な回答が98.2％だが、家庭学習がんばろう週間
で、「各個人で設定した目標就寝時刻を５日以上達
成できた」児童は、50.7％となっており、数字に開き
がある。

・梅﨑
（からだ育成
部）

❸「望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成」

〇児童アンケート「苦手な食べ物も一口はチャレ
ンジしていますか」肯定的な回答85％以上
○職員アンケート「食育を意識した給食指導を
行っている」肯定的な回答90％以上。

・栄養教諭と連携し、全学級で食育に関した授業を1回以
上行う。（学活、保健、家庭科など）

B
・児童アンケート「苦手な食べ物も一口はチャレンジしていますか」に肯定的な回答
85.1%
・職員アンケート「食育を意識した給食指導を行っている」肯定的な回答81.8％以上。
・1学期は３学級で授業を行った。今後も給食の時間や授業等で、食に関する指導を
行う。

A
・児童アンケート「苦手な食べ物でも一口チャレンジしていますか」肯定的な回答86％。
・職員アンケート「食育を意識した給食指導を行っている」肯定的な回答81.8％。給食の時間の振り返り
シートにおいて、肯定的な回答91％。
・全学級において、栄養教諭が主体となって、授業や給食の時間において食に関する指導を行った。

A
・保護者へ理解と協力を仰ぐことが、喫緊の課題だと
感じる。 ・江口

（からだ育成
部）

❹「安全に関する資質・能力の育
成」

○児童アンケート「あなたは安全に気をつけて生
活していますか。」の項目で「している、だいたい
している」90％以上。
○避難訓練後のふり返りで、「自分で考えて行動
できた」児童８０％以上。

・交通安全教室を実施し、交通ルールを守ろうとする態度
を育てる。
・防災、防犯訓練にて、児童が主体的に考えたり、行動し
たりできるよう工夫する。 A

・児童アンケート「あなたは安全に気を付けて生活していますか」に肯定的な回答
95.9%
・事前に各学級で丁寧な指導を行った。避難訓練実施後、「自分で考えて行動するこ
とができた」に肯定的な回答100%。（A評価：53％）高学年の主体的な取組につなげる
ことが課題。

A

・児童の登下校を見守ってもらっている交通指導員やボランティアの方からは、交通ルールを守っていると
いう評価であった。
・避難訓練では、毎回場面や方法をかえて実施し、児童が考え、判断できるようにしている。児童アンケート
「安全に気をつけて生活している」肯定的な回答100％。
・避難訓練後、「自分で考えて行動することができた」A評価：95％

A

・避難訓練実施後の高学年の主体的な取組につな
げる課題を克服してほしい。 ・德永

（からだ育成
部）

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●年間20日の年次休暇のうち、職員1人当たりの
年次休暇の取得日数14日以上

・職員一人一人が出勤時にその日の退勤時刻を設定し、
職員室の出勤簿横のボードにネームプレートを貼ること
で、目標達成できたか視覚的に把握できるようにする。・
長期休業中に年休取得推進週間を設定し、連続して休暇
が取りやすい環境をつくる。

B

・新学期が始まった4、5月は、時間外在校等時間が60時間を超える職員もあり、決し
て効率よい働き方にはなっていなかった。6月以降は、帰宅時刻までにできる業務の
優先順位をつけさせることで、帰宅時刻を早めることができた。今後は、学年間（ペア）
で相談する機会を増やし、業務の精選を図っていく。
・上限時間を超えないように、計画的に業務に取り組んでいる割合（A評価）が91％。

A

・令和8年1月末時点で、月の平均時間外在校等時間（始業前と終業後合わせて）が一人あたり20時間25
分であり、45時間を超えている職員は2名であった。年間通して、出勤時に退勤時刻を提示させることや学
年間で連携させるための時間や機会を確保することで、効率よく働くことを意識した職員が増えてきた。
・年次休暇取得については、令和7年度に14日以上の取得が2名であったが、冬季休業終了時点で職員13
人中、10日以上が9名いた。長期休業中の研修会や会議の設定を工夫し、休暇取得推進日を設けた成果
である。

B

・タイムマネジメントの取組などの工夫もされていた。

・教頭

○業務における負担感の軽減を
図る。

○チームの一員として、教職員間で協力して校
務分掌等に取り組むことができている（A評価）割
合60％以上

・担当校務分掌で3つの部会を作り、代表職員を中心に
相談・協力しながら効率よく業務を進める体制をつくる。
・チェックリストを使って、個人の取組状況を毎月ふり返る
機会を設定する。

B

・毎月の職員会議前には部会を設定し、協議および連絡事項の検討を複数で行った。
・チェックリストの記入によって、職員各自がすべきことを意識しつつある。
・チームの一員として、教職員間で協力して校務分掌等に取り組むことができている
（A評価）割合90.9％

A

・経験の浅い教員や年度途中から勤務している講師が、不安感や負担感を感じないよう、定期的に部会を
設定することで、管理職はもちろん職員間で声をかけ合うことができる機会を設けた。
・チームの一員として、教職員間で協力して校務分掌等に取り組むことができている（A評価）割合63.6％
・来年度は、職員の3つの部会と子どもたちの委員会とを関連させた組織づくりを進める予定である。

B

・教職員の人数も限りがある中で、事務等の改善を
図り、チームワークで業務に取り組まれている。
・先生たちの日々の努力に感謝する。 ・教頭

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する教員の
専門性と意識の向上

○「特別支援教育研修会や支援会議等におい
て、児童への指導・支援のあり方について共通
理解し、日々の実践に生かしている。」肯定的な
回答をした職員80％以上。

・毎月子ども支援会議を行い、児童への指導、支援のあ
り方について全職員で共通理解を図る。
・外部講師を招聘するなどし、支援を要する児童への理
解、指導及び支援の在り方等について学ぶ研修会を行
う。

A

・毎月子ども支援会議を行い、児童の困り感や日々の指導・支援について情報の共有
をしてきた。このことを実際の教育活動に生かすことができていると肯定的な回答をし
た職員は100％。
・外部講師を招聘し、「特別支援教育の視点を踏まえた指導・支援」について学ぶ研修
会を実施することができた。

A

・毎月子ども支援会議を行うことで、支援が必要な児童についての理解が進み、学校生活の中でどのよう
に支援していくのかを共有することができた。日々の実際の指導や指導・支援に生かすことができた。
・外部講師を招聘し、実際の指導の場を参観指導してもらったり、効果的な支援についてふりかえることが
できた。 A

・特別な支援を要する児童が増加傾向にある中、職
員の意識が高く、「やっている」との自負が感じられ
る。
・子どもを孤立させない。保護者を孤立させない。

・山田
・千綿

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域連携

○児童と地域人材との協働活動を
通して、地域に開かれた学校を目
指す。

○地域の人に、すすんであいさつをすることがで
きた（A評価）児童の割合70％以上。
〇学校が、JRCや地域との連携活動に取り組ん
でいる（A評価）と回答した保護者の割合65％以
上。

・記念事業や地域施設との連携活動への積極的な参加。
（子どもガイド・佐野祭など）
・全学年、授業内での地域ボランティアの活用。
・地域人材の顔と名前が一致するよう、写真を使った紹介
コーナーの設置をすることで地域の人たちをより身近に
感じることができるようにする。 A

・三重津海軍所跡世界遺産登録10周年に関する取組に、子どもたちが主体的に参加
できるよう、行政と連携することができた。
・地域コーディネーターが主となり、学年の活動や授業に、地域の方々の積極的な参
加を呼びかけた。
・地域の人に、すすんであいさつをすることができた（A評価）児童が78.4％。
・学校が、JRCや地域との連携活動に取り組んでいる（A評価）と回答した学校運営協
議会員の割合100％。今後、地域にアナウンスする行事が続くことから、さらに学校へ
足を運んでもらう機会が増え、子どもたちとのつながりが深まると期待できる。

A

・地域の方々とのつながりを強めるため、子どもたちの主体性を育むために取り組んだ創立150周年記念
式典が大成功に終わり、多方面から子どもたちの出番について高評価をいただいた。それ以外でも、公民
館や歴史館といった施設や地域のボランティアの方々とつながる学習単元を仕組もうとする教員の意識の
高まりがみられた。学校が、JRCや地域との連携活動に取り組んでいる（A評価）と回答した学校運営協議
会員の割合100％。
・関連のある地域の方々に子どもたちからお礼の気持ちを伝えることで、より身近に感じることができ、あい
さつをしたり、会話をしたりすることができるようになってきた。地域の人に、すすんであいさつをすることが
できた（A評価）児童が77.5％。

A

・地域コーディネーターが中心となって、様々な行事
等に成果をあげていることに敬意を表したい。
。・地域コーディネーターのおかげで、地域行事に参
加する児童も増え、それに伴い保護者も増加してい
る。
・「地域の人に、すすんで挨拶をすることができた（Ａ
評価）児童」が78.4％となっているが、学校外ですれ
違った際は、「挨拶が返ってこない」との話も聞く。
・地域の大人たちも学校へ出向き、顔をしっかり覚え
もらうことが大事だと感じた。

・教頭
・教務主任
・地域教育コー
デ

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・教師主導の活動から、児童がやりたいことややるべきことを考えて計画・実践できるよう主体的な活動を仕組んでいくことで、児童の主体性については、成果が見られた。引き続き主体的に関わる取組を教育活動に位置づけて実践を積み上げていく。
・本校の特色ある教育活動を展開するために、目的を明確にした地域との連携を目指す。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・本校の大きな課題である学力向上については、なかなか結果や手ごたえを感じるまでには至っていない。児童が「主体的・対話的」に学習に取り組める授業づくりを進めていくために、全校で共通した取組を徹底する必要がある。（語彙力・授業のふり返り・読書習慣など）

・委員会活動や他校児童、子ども園児との交流活動など、どの学年も人前で表現する場を設定することができた。今後は、教師主導の活動から、児童がやりたいことややるべきことを考えて計画・実践できるよう主体的な活動を仕組んでいく必要がある。

・来年度のコミュニティ・スクールでの土台作りとなる1年であった。コーディネーターを中心に、どの学年も地域の方との交流や施設・店舗見学ができ、学習の幅が広がっていた。さらに地域との連携を図るため、学校に足を運ぶ人たちを増やすためにどのようなことができるかを考えていく。

２　学校教育目標 気づき、考え、実行する子どもの育成　～博愛の里 伸びゆくわれら 中小っ子～

３　本年度の重点目標

①学力の向上

②自己肯定感や自己有用感の醸成（きらり発見活動）

③地域連携（コミュニティ・スクール）

学校名 佐賀市立中川副小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


